





























彼についてのその時の第一印象は，きちょうめんさ， 真撃，柔和， しかも「 和して同ぜ















































出す。「 このク。ルー プにも っと若手を加えなければ…… 」とか， 「いくつにな って もお使
い役ではつまらないやJとか，本気とも冗談ともつかぬこと を言っていたよ うである。
T・ Lクソレープは，持iいも揃って呑気屋の構わず屋ばかりであるが，阿部君だけは，い
つ見てもキチ ンとしたすきの無い服装をしていた。 「おしゃれなジョ ン・ロ ック先生 」と
いった感じを漂わしていた。私のような者で も， 1年lζ1度か 2度はネクタイ を新調する






るが，私たち も「北梅道教育課程研究会」 （Hokkaido Curriculum Associatio-
n ) 略称H.C.Aー を結成してその運動に投ずる乙とにな った。私は， この会を提唱し
た一人であった関係上，事務局を引き受けるはめになった。ひと頃は，週 1固というひん
ぱんな例会活動を行ない， 確か33年1月中旬であったと記憶しているが， ある 2日間， 雪
深い北大の農学部大講堂で，全道各地から約 700人の教師た ちが集まって，第 1回大会を








きていたので， このH.C. Aによる運動は， 阿部君にとって決して無関係ではなかったと
はいうものの，事務局の仕事はずいぶ、ん迷惑であったわけである。 それにもかかわらず，
彼は唯の一度だって不平を言ったり，嫌な顔をしたりするこ とがなかった。彼のずっと後





















阿部君は，この人の主著一「人間悟性論J(An Essay Concerning Human Unde-
r 呂志anding）を丹念K読み，「生具観念の存在を否定し J' 「人間精神の白紙である乙
とを強調して認識の根源を経験に求める」立場を支持したのである。
阿部君が次に取り組んだロ ックの著作は， 「政府に関する二論文 J (Two Trc aも－














した点は，「感覚的リア リズム 」としてコメ ニウスに深い影響を与えた。また，先にも触
れたように，人間の自然状態一それは文字通り人聞の自然性（ human nature）ー を重視
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を深めていた。それは昭和34年から 2, 3年間のことであったが， 彼の関心は，そうした
生活指導および教科指導をふく めて， 「教搾 ・学習過程研究」（授業研究 ）の方法論の追
求K向けられていった。被が雑誌『教育』 （国土社刊 ）K，昭和35・11および昭和36・1
の2固にわたって寄稿した論文 「社会における認識の発達Jは，彼自身の言葉一「授業




































どもの思考構造」（第2巻，第V章の 3）とか， 授業仮説のことについて， 「『みんなで
立てる授業仮説』というのは，授業という社会的実践を貫く法則性を明らかにしていくた
めに，いよいよ科学性を増大させていく ことを含んだ科学運動としての性格を強調したも





業と集団思考」（全 5巻）一昭 46・8, 9－の第 4巻「集団思考と授業過程」の第E章「集
団思考を促す発問構成」（阿部文男担当執筆）ーのなかで述べているものである。
「授業が知的発達としての陶治の側面と，集団形成上必要な訓育の側面とを併せもつこ
とは，実は，教師の発問にも，その両側面を育てる役割があるという乙となのである。
（その両側面のいわば接点、としてとらえられる）子どもたちの集団思考を促すための発
聞は，よい教材（よく選択，排列された教材），その注意深い分析，それを系統的に子
どもたちに提示する教師の計画などから生み出される。そして，子どもたちのうちで誰
K，いつ，どんなぐあいに答えさせるかによって，必要な思考操作・論理操作のしかた
を予想し，また，授業の進行iζ応じて発問類型（別表にみられる）の条件がかくされて
いると思われる J。
彼は，乙の文章i，活字となり，講座一第4巻として出版される 1ヶ月半前に，私たちと
歯明その境を異にすることになった。本稿を終わるに当たり，彼自身のこの活字化された
文章を，彼の霊前l乙謹んで供するものである。
合掌
